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香港の魅力ーアジアのビジネスハブで成功を掴む！



1. インベスト⾹港紹介
インベスト⾹港は、海外・中国本⼟企業による⾹港での事業⽴ち上げと事業拡⼤する際の⽀援を⾏っています。
個々の要望に応じたサービスやアドバイスを無償でご提供します。
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▪ ビジネス上の意思決定
と評価にするアドバイス

▪ 関連する領事館、商⼯
会議所、協会等の紹介

▪ ⾹港での⽣活や就労に
関するアドバイス

計画
▪ 事業ライセンス、ビザ申

請、知的財産権・商標
登録などに関する⽀援

▪ サービス業者、業界団
体、政府機関との⾯談
の⼿配

▪ 税制、事業規制、業種
別の商機に関するアド
バイス

拠点設⽴ 始動
▪ 弁護⼠、会計事務所、

⼈ 材 コ ン サ ル タ ン ト 、
内装業者、不動産会社
などの紹介

▪ マーケティングや広報
サービスの提供

事業拡⼤
▪ 事 業 拡 ⼤ や 持 続 的

成⻑のためのアドバイス、
ツール、⽀援の提供

▪ マ ー ケ テ ィン グ・ 広 報
全般にわたる⽀援

(拡⼤後も改めて、フィードバックを
頂くことがございます)

フィードバック
▪ ⾹港での新規事業の

規模や今後の投資⾒込
額に関してフィードバック
を頂きます(オンライン)

※戴いたデータを他機関や第三者に
無断で公開・報告することは決して
致しませんので、ご安⼼ください

頂いたフィードバックを基に、内容に応じ、顧客紹介や
進出事例として、本局にて展開。⾹港域内のメディアを
通じて、御社のビジネスが⾹港含め海外にて紹介
されます。
顧客紹介サイト︓https://www.investhk.gov.hk/ja/client‐profiles/ 進出事例サイト︓https://www.investhk.gov.hk/ja/case‐studies/



1. インベスト⾹港紹介
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北京事務所と⾹港経済貿易代表部の17の専⾨チーム
16のコンサルタント事務所
2025年1⽉から稼働を開始した新規コンサルタント事務所

イズミル

カイロ

インベスト⾹港のグローバルネットワーク
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1. インベスト⾹港紹介

クリエイティブ産業 消費財・⼩売 接客サービス
・旅⾏産業

産業別担当チーム

テクノロジー&
イノベーション
スタートアップ

ファミリーオフィス
⾦融サービス
フィンテック
専⾨サービス

ライフスタイル
クリエイティブ産業

サステナビリティ

運輸・⼯業イノベーション＆
テクノロジー

スタートアップ

⾦融サービス＆
フィンテック

ビジネス・専⾨
サービス

中国本⼟・⼤湾区

国際

領事館・商⼯会議所

アジア太平洋、アフリカ、ヨーロッパ、
中東、北⽶、南⽶の34都市で

グローバルに展開

グローバルネットワーク

地域別担当チーム
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1. インベスト⾹港紹介

2024年3⽉27⽇
2025年も開催予定 2025年11⽉3⽇-7⽇開催予定

fintechweek.hk

詳細はこちら(英語):

startmeup.hk

詳細はこちら(英語):

ファミリーオフィス、フィンテック、イノベーションにおけるインベスト⾹港の主導的⽴場を⽰す旗艦イベント
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1. インベスト⾹港紹介

⾹港貿易発展局（HKTDC）
貿易振興活動を⾏う

主な焦点︓ 貿易振興

主な役割:
• ⾹港と海外との双⽅向の貿易振興
• 国際展⽰会、国際会議、ビジネスミッションの主催
• 中⼩企業を対象とした中国本⼟や世界の主要マーケット

でのビジネスチャンス提供
• 出版物、リサーチレポート、デジタルチャネルを通じた情報

発信
• イノベーション&テクノロジー産業、クリエーティブ産業、

スタートアップ企業の⽀援
HKTDC問合せ先︓ https://japanese.hktdc.com/ja/s/contact

インベスト⾹港 と ⾹港貿易発展局
共に⾹港の経済発展を⽀援する機関ですが、その焦点と役割に違いがあります

インベスト⾹港（InvestHK）
投資誘致に特化

主な焦点︓ 海外直接投資の誘致

主な役割:
• 海外および中国本⼟の企業が⾹港で事業を設⽴し拡⼤する際の

⽀援
• ⾹港への投資を検討する企業への無料かつ守秘義務を遵守した

サービス提供
• 企業の⾹港進出における計画、拠点設⽴、始動、事業拡⼤の各

段階でのサポート
• ⾹港を海外直接投資(FDI)の優れた投資先として促進
• 「本部経済(Headquarters Economy)」の促進、域外企業の⾹港で

の統括拠点や管理部⾨設⽴の促進
• アジア太平洋地域に事業の重点を置く企業の⾹港への再移転の

誘致
• ⾼付加価値のテクノロジー産業や企業の誘致と⾹港での事業展開

⽀援
7



2. ⾹港の現状

2024年(対2023年)

GDP

＋2.5%

2024年
⼈⼝

753万⼈
0.1%増

(2023年⽐)

2024年6⽉
サービス輸出額

USD290億
0.1%増

(2023年⽐)

2024年現在

⾹港の公⽤語
英語、中国語(普通話)

広東語(中国の⽅⾔)話者が
92.3% を占める

(出処︓2021年⾹港統計局)
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2. ⾹港の現状
国際ランキングで上位を占める⾹港

第1位
世界で最も

⾃由度の⾼い経済

第3位
新興エコシステム

第3位
最も望ましい

仲裁地

第4位
対内直接投資額

第1位
投資環境

第3位 世界的
⾦融センター

世界⾦融センター指数36レポート
Z/Yenおよび中国開発研究院

⽶国スタートアップゲノム︓
2024年グローバルスタートアップ

エコシステムレポート
2021年ロンドン⼤学クイーン・

メアリー校およびホワイト＆ケース
法律事務所 国際仲裁調査

UNCTAD世界投資レポート2024

2023年レガタム繁栄指数2024年世界経済⾃由度年次
報告書 フレーザー研究所
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2. ⾹港の現状

⾹港域外に親会社
を有する企業

⾹港に地域統括本部
を置く企業

強⼒なグローバルビジネスコミュニティ

主な業種

9,609社

1,410社
輸出⼊貿易、卸売、⼩売 ⾦融、銀⾏ 専⾨サービス、

ビジネス・教育サービス
運輸、倉庫、

宅配便サービス

企業の主な出⾝地

中国本⼟ ⽶国 英国 シンガポール⽇本

2,620社 1,430社 1,390社 720社 520社

出処: 2024 Annual Survey of Companies Operating in Hong Kong with Parent Companies Located Outside Hong Kong 10



2. ⾹港の現状

1986
2080 2114 2117

2620

1398 1388 1388 1403 1430
1283 1267 1258 1273

1390

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

2020 2021 2022 2023 2024

Mainland Japan United States

グローバルビジネスコミュニティの推移

中国本⼟企業は増加。 ⽇本・⽶国企業は安定または微増を続ける。

出処︓「2024年 ⾹港に拠点を置く域外資本企業に関する年次調査」 ⾹港特別⾏政区政府統計局、投資推進局（インベスト⾹港） 11



2. ⾹港の現状

「⼀国⼆制度」の下での⾹港の際⽴つ地位と利点

• 世界市場との密接なつながり

• 中国本⼟からの強⼒なサポート

国際的な⾦融・海運・貿易の中⼼地 ⾃由でオープン、規制制度が整った環境

簡素で低税率の税制

• ⽶ドルに連動した安定した通貨
• 資本・商品の⾃由な流れ
• 最⼤のオフショア⼈⺠元取引のハブ
• 物の輸出⼊に関税なし

16.5%
HKD200万を超える

課税所得

8.25%
HKD200万までの

課税所得

⾮課税
• 付加価値税/消費税/売上税
• キャピタルゲイン税
• 投資に対する源泉徴収税
• 相続税
• 全世界所得税
• ワイン税

⾹港は独⾃の通貨、政治・法制度を維持。グローバルな優位性と中国の優位性を持ち合わせた世界でも類稀な場所

中国・世界への⽞関⼝

• コモン・ロー制度

• 強⼒な知的財産権保護

• 借地契約を最⻑50年
間⾃動延⻑
新規
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2. ⾹港の現状

事例紹介︔⾹港における⽇本の⾷品・レストラン業界

• ⽇本が⼤好きな⾹港⼈は「⾹港でも⽇本の味」を求めているため、⽇本⾷ブランドの展開が進んでいます
• ⾹港で馴染みのある⽇本ブランドは、⾹港内での新たな事業展開も散⾒します
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2. ⾹港の現状
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会社運営コスト ①家賃
・マーサーの世界成形費調査ランキングでも⼀番⾼いコストを⽰すなど⾼固定費
・補助⾦の活⽤や現地化推進など対策が必要

順位 エリア 家賃

1位 ⾹港（⾹港SAR) 3,685⽶ドル（約47万9,050円）

2位 サンフランシスコ（⽶国） 3,631⽶ドル（約47万2,030円）

3位 ニューヨーク（⽶国） 2,909⽶ドル（約37万8,170円）

4位 チューリッヒ（スイス） 2,538⽶ドル（約32万9,940円）

5位 パリ（フランス） 2,455⽶ドル（約31万9,150円）

6位 ロンドン（英国） 2,338⽶ドル（約30万3,940円）

7位 ボストン（⽶国） 2,201⽶ドル（約28万6,130円）

8位 ダブリン（アイルランド） 2,018⽶ドル（約26万2,340円）

9位 シドニー（オーストラリア） 1,969⽶ドル（約25万5,970円）

10位 東京（⽇本） 1,903⽶ドル（約24万7,390円）

2024⽣計調査都市ランキング 世界⼤都市家賃ランキング（2019）

出処︓Mercer、2024年 世界⽣計費調査－都市ランキング 出処︓Deutsche Bank Research、Mapping the World‘s Prices 2019



2. ⾹港の現状
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会社運営コスト ②⼈件費

出処︓三菱UFJ銀⾏トランザクションバンキング部、東アジアの賃⾦⽐較(2024年3⽉)より抜粋

東アジアの賃⾦⽐較 ⾮製造業／マネージャー



2. ⾹港の現状
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会社運営コスト ③公共料⾦

出処︓https://www.jetro.go.jp/world/search/cost_result?countryId%5B%5D=3500 (JETRO「投資コスト⽐較」より抽出・抜粋)

(単位：米ドル、各地域税込みで算出)
シンガポール

1米ドル＝1.28シンガポールドル

香港
1米ドル＝7.842香港ドル

日本(東京23区)
1米ドル＝146.20円

電
気
料
金

業務用電気料金
（1kWh当たり）

月額基本料：契約電力×13.92/kW
1kWh当たり料金：
a. $0.23
b. $0.14

高電圧
月額基本料の契約超過分は
$20.9/kW
a.ピーク時(7～23時)
b.オフピーク時(23～7時)

月額基本料：$5.1～$5.25
1kWh当たり料金：$0.14～$0.16

電力会社によって異なる。
月額基本料：$12
1kWh当たり料金：$0.12

特別高圧電力ベーシックプラン

一般用電気料金
（1kWh当たり）

月額基本料：なし
1kWh当たり料金：$0.25

低電圧（住宅・商業用）
月額基本料：$2.4～$5.1
1kWh当たり料金：$0.09～$0.21

同上
月額基本料：$2.13～$13
1kWh当たり料金：$0.20～$0.28

月額基本料は契約電流によって
異なる。
1kWh当たり料金は使用量に
よって異なる。

水
道
料
金

業務用水道料金
（1㎥当たり）

月額基本料：なし
1㎥当たり料金：$2.05～$2.5

工業団地用：
・飲用水 $2.5
・NEWater $2.05
・工業用水 $1.41

月額基本料：なし
1㎥当たり料金：$0.58～$1.39

業種、用途によって異なる。
月額基本料：$5.88～$5,582
1㎥当たり料金：0～2.76

月額基本料金は口径によって異
なる。
1m3当たり料金は使用量によっ
て異なる。

一般用水道料金
（1㎥当たり）

月額基本料：なし
1㎥当たり料金：
a. $2.50
b. $3.35

a.月間使用量40ｍ3以下
b.月間使用量40ｍ3超

月額基本料：なし
1㎥当たり料金：$0.53～$1.15

12m3までは無料
月額基本料：$5.88～$5,582
1㎥当たり料金：0～2.76

同上

ガ
ス
料
金

業務用ガス料金
（単位当たり）

月額基本料：なし
1kWh当たり料金：$0.18～$0.19

月間1,000kWh以上使用の場合
は$0.1853、5万kWh以上使用
の場合は$.01801

月額基本料：なし
1MJ当たり料金：$0.04

月額基本料はメーター容量
によって異なる。

定額基本料：$133
流用基本料：$3.01
1㎥当たり料金：
（1）$0.54～$0.63
（2）$0.46～$0.56

業務用季節別契約
1m3当たり料金は原料費調整制
度で毎月見直し。
（1）冬季
（2）その他期

一般用ガス料金
（単位当たり）

月額基本料：なし
1kWh当たり料金：$0.18～$0.19

同上
月額基本料：$2.55
1MJ当たり料金：$0.04

月額基本料は使用量
500MJ未満の場合（500MJ
以上はなし）
単価は使用量によって異な
る。

月額基本料：$5.19～$85
1㎥当たり料金：$0.74～$0.99

一般契約料金
月額基本料、単位料金とも使用
量によって異なる。
1m3当たり料金は原料費調整制
度で毎月見直し。



3. シンガポール⽐較

⾹港は世界で最もビジネス・フレンドリーな都市の1つです

世界1位 世界2位

世界1位 世界4位

世界2位 世界11位

世界1位 世界3位

世界4位 世界9位

世界4位 世界5位

より柔軟で効率的な⼿続き より厳格なコンプライアンス要件

出処:
1. Fraser Institute 
2. The Legatum Prosperity Index 2023
3. UNCTAD
4. Schroders Global Cities Index
5. International Exchange Centers Index 2024

経済⾃由度（2024）

投資環境（2023）

企業業績ランキング（2023）

⾃由貿易度（2022）

Schroders国際都市Index
（2024）

国際交流センター（2024）

規制環境
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3. シンガポール⽐較
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基本情報

• 国⼟⾯積、⼈⼝は⾹港が40％
ほど⼤きい⼀⽅、GDPはほぼ同
等で、その結果⼀⼈あたりGDP
はシンガポールが⼤きい。

• 法⼈税率はともに17％以下で
タックスヘイブンに該当

• 個⼈所得税率の最⾼税率は
⾹港15％に対し、シンガポール
24％税に該当するGST・VATも
⾹港は⾮課税であるのに対し
シンガポールは8％(2024年度
から９％)

出処︓CBRE “A Tale of Two Cities: Hong Kong SAR vs. Singapore” April 28, 2023



3. シンガポール⽐較
簡素で低税率の税制
• 企業の税負担を軽減し、良好なビジネス環境づくりのため、2段階の利益税制を採⽤
• 地域源泉課税の原則を採⽤:⾹港に源泉を持つ利益のみが課税対象となる。
• 主要セクターの成⻑⽀援のために、多くの税制上の優遇措置が利⽤可能

16.5%
HKD200万を超える課税所得

8.25%
HKD200万までの課税所得

⾮課税
• 付加価値税/消費税/売上税
• キャピタルゲイン税
• 投資に対する源泉徴収税
• 相続税
• 全世界所得税
• ワイン税

⾹港の法⼈税

出処:
1/3/5.Inland Revenue Department, HKSAR 2/4/6/8.Inland Revenue Authority of Singapore 7.Financial Services and the Treasury Bureau (HK) 
9.Mandatory Provident Fund Schemes Authority (HK) 10.Central Provident Fund Board

8.25-16.5%
17%

法⼈税1,2

15-17%*
24%**

給与所得税
5,6

0%
9%

消費税7,8

5%
7.5-17%^

拠出型年⾦9,10

0%
15%

配当・利⼦に対
する前線所得税

3,4

7.5-15%
17%

⾮法⼈税1,2

5-20%#

^雇⽤主

#被雇⽤者
*最初の500万⾹港ドルには15％、これを超える部分には
16％の2段階標準税率（2024/25財政年度以降）と、
段階的な2〜17％の累進税率との選択制。

19



3. シンガポール⽐較

経済規模

• 2021年に、シンガポールの実質
GDPは⾹港を逆転。

• 産業別では、シンガポールは製造
業 22 ％ 、 卸 売 業 18 ％ で 、
⾦融・保険業は15％の3位と
なっている。

• ⼀⽅⾹港は、製造業はすでに
低賃⾦の中国本⼟に移転し、
⾦融・保険業が21％で最⼤の
産業となっている。

20
出処︓CBRE “A Tale of Two Cities: Hong Kong SAR vs. Singapore” April 28, 2023



3. シンガポール⽐較

21
出処︓CBRE “A Tale of Two Cities: Hong Kong SAR vs. Singapore” April 28, 2023

地理的優位性

• シンガポール、⾹港ともにその地理
的優位性を最⼤限⽣かしている。

• ⾹港には、中国の主要都市であ
る北京、上海、また韓国ソウルが
含まれてくるため、経済規模は⾹
港がシンガポールの4倍 となる。
⼀⽅、シンガポールはやはり東南ア
ジア中⼼。



3. シンガポール⽐較
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出処︓CBRE “A Tale of Two Cities: Hong Kong SAR vs. Singapore” April 28, 2023

ウェルスマネジメント拠点

• ⾹港がシンガポールの５倍の
ウェルス・マネジメント総資産を
誇る。

• ⾹ 港 は フ ァ ミ リ ー オ フ ィ ス 資 産
への課税を0%にするなど誘致
インセンティブを拡⼤し、2026年
までには⻑らく世界最⼤の富の
貯蔵庫であったスイスを超え、
世界１位のウェルスハブになると
予想される。



4. 中国、グローバル市場への進出に向けて

⾹港の優位性＝低率でシンプルな税制度

• 2段階の事業所得税課税制度により、企業の税負担を軽減し、良好なビジネス環境を整備

＊
⽇本︓実⾏税率(地⽅法⼈税などを含む)は約30.6%
中国本⼟︓⼀部の⼩規模企業や特定産業に対する
優遇措置で、15%などの低税率が適⽤される場合あり

＊＊
⾹港︓⼜は標準税率15%(納税者が選択可)

事業所得税* 個⼈所得税* *

23

付加価値税

⾹港︓2〜17%
中国︓3〜45%

⽇本︓ 5〜45%

⾹港︓0%
中国︓13%

⽇本︓ 10%

⾹港︓16.5%
中国︓25%

⽇本︓23.2%



4. 中国、グローバル市場への進出に向けて
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グローバルミニマム税制度について
グローバル・ミニマム課税のうち、所得合算ルールに係る法制化として、各対象会計年度の国際最低課税額に対する

法⼈税が創設されました。
この各対象会計年度の国際最低課税額に対する法⼈税は、グループの全世界での年間総収⼊⾦額が７億5,000

万ユーロ以上の多国籍企業グループを対象にしており、実質ベースの所得除外額を除く所得について国ごとに基準税率
15％以上の課税を確保する⽬的で、⼦会社等の所在する軽課税国での税負担が基準税率15％に⾄るまで、⽇本に
所在する親会社等に対して上乗せ（トップアップ）課税を⾏う制度です。

⾹港法⼈における影響
グローバルミニマム課税制度は、軽減税率国の⼦会社等の税負担率が15％になるまで課税するルールとなるので、
現在⾹港⼦会社が8.25%が適⽤されている場合には影響があると考えます

【各対象会計年度の国際最低課税額に対する法⼈税のイメージ】



⾹港原産品が中国本⼟市場へ
参⼊する場合はゼロ関税

中国本⼟の専⾨資格を⾹港と
相互認定または試験を⾏うことが
可能

⾹港投資企業*は⾹港法が採⽤
可能

⾹港投資企業*は、仲裁地として
⾹港が選択可能

新規 新規

4. 中国、グローバル市場への進出に向けて

出処: https://www.info.gov.hk/gia/general/202410/09/P2024100900481.htm 

サービス業に従事する⾹港企業
が中国本⼟市場に参⼊しやすく
なる優遇措置を、建設・エンジニ
アリング、検査認証、⾦融、
映画・テレビに拡⼤

⾹港での事業設⽴直後の企業に
適⽤

中国本⼟・⾹港経済貿易緊密化協定 (CEPA)

*⾹港に拠点を置く⾹港域外投資者

新規 新規
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4. 中国、グローバル市場への進出に向けて

CEPAの活⽤事例

26

⾷品
CEPA優遇策として、原産地認定基準を満たした⾹港製品を対象に、⾹港での検疫結果が受領される。
結果として中国通関時の検疫時間が⼤幅に削減されるため、当該スキームを活⽤して、南沙に⾷品貿易会社を設⽴。

電⼦
中国本⼟企業の傘下で光ファイバーの中国本⼟向販売を展開し、CEPA の関税優遇を享受。
2020年5⽉末現在、⾹港政府は累計で約20万件の原産地証明書を発⾏済であり、3,000件を超える⾹港サービスプロバイダー証明書を発⾏している。
また、今後も継続して定期的にCEPAの協議が⾏われるため、引き続き動向を注視する必要がある。

上記2事例出処︓SMBC、⾹港・華南通信 vol.4 -CEPAサービス貿易に関する修正協議の発効に伴う制度概要解説 (2020年6⽉22⽇発⾏)

宝飾
⾼度な技術を必要とする製品は⽇本で加⼯し⾹港経由で中国本⼟に輸出しているが、中国本⼟と⾹港との CEPA 制度を活⽤し⾹港で加⼯した商品を
「Made In HK」製品として中国本⼟にゼロ関税で輸出している。さらに、⾹港拠点から東南アジアへと事業を拡⼤していく計画を⽴てている。

酒造メーカー
中国政府は2011年に発⽣した東⽇本⼤震災以降、同社がある茨城県を含む10都道府県の⾷品の輸⼊を停⽌しており、同社の商品を⽇本から直接
輸出することができずにいた。そこで、最善の対応策として⾹港に⼯場を建設し、⾹港を経由して中国に輸出を⾏うことでリスクを回避する。…(中略)…
CEPAにより、⾹港製品をゼロ関税で中国へ輸出でき、⾹港に法⼈を設⽴することによってCEPAの恩恵を受けられ中国国内市場に進出しやすくなる
利点がある。

上記2事例出処︓亜細亜⼤学経営論集、NG, Shuk Yee Sally「対中国アジアビジネスにおける⾹港拠点の新たな役割」 (2020年3⽉)



5. Greater Bay Area (GBA、⼤湾区)

中国の国家的イニシアティブがもたらす⾹港独⾃の商機

肇慶

恵州
広州

東莞

深圳

佛⼭

江⾨
珠海

中⼭

マカオ

⾹港*特別⾏政区

国際⾦融センター

国際貿易センター

国際法律・紛争解決センター

国際航空ハブ

国際的なイノベーション＆
テクノロジーの拠点

アジアの知的財産取引拠点

東⻄が出会う
国際⽂化交流拠点

第14次5カ年計画

４つの
新興分野

従来の4つの
主要分野

国際物流センター

1 ドイツより⼤きい
2 アイルランド、ラトビア、パナマより⼤きい
3 オーストラリア、スペインより⼤きい

9つの中国の都市＋2つの特別⾏政区からなる重要な経済クラスター8つの拠点の開発

⼈⼝1

8,600万⼈
⾯積2

56,000km2

GDP3

USD２兆
(中国GDP合計の11％）

⼤湾区の開発
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5. Greater Bay Area (GBA、⼤湾区)

GBA優遇政策の活⽤⽅法 〜メディカルコネクト

⾹港・マカオで販売されている医薬品や、⾹港・マカオの公⽴病院で臨床使⽤されている先進的な医療機器は、
広東省政府の承認を得れば、GBA内の都市における指定医療機関で使⽤可能となる。

⽇本企業の医薬品・医療機器の承認事例(2023年8⽉時点)︓
• 中外製薬（2種類）

Entrectinib Capsules (がん細胞の増殖を抑制する医薬品) とPolatuzumab Vedotin Infusion
(びまん性⼤細胞型Ｂ細胞リンパ腫の治療薬)

• エーザイ
Lemborexant Tablets (成⼈の⼊眠困難および睡眠維持困難を特徴とする不眠症の治療薬)

• テルモ
Thoraflex Hybrid System (胸部⼤動脈治療⽤のフローズンエレファントトランク)

28



6. ⾹港の活⽤法と政府⽀援

コーポレートトレジャリーセンター (Corporate Treasury Centre: CTC）の⼒を活⽤

優遇規制・税制
優遇税率
8.25%

標準税率 16.5%

優先管轄区域におけるCTCの設⽴

CTC – 企業内の事業部⾨全体に
財務サービスを提供するインハウスバンク

 グループ内企業間の融資実⾏と管理
 現⾦および流動性資産の管理
 貿易決済
 越境決済
 資⾦調達
 財務リスク管理

企業が直⾯する課題

• 複数拠点の資⾦調達管理

• 複数国における地政学的な安定

• 企業収益の圧⼒
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6. ⾹港の活⽤法と政府⽀援

マーケティング＆プロモーション資⾦

輸出促進活動に参加する中⼩企業への(⼤湾区
を含む）資⾦援助
1案件への助成上限は、承認申請総額の政府助成＝1︓３の割合にあた
る額、またはHKD10万のいずれか低い⽅

ブランド開発、 事 業 の改善・再編、販売促進を
通じて、 中 国 本⼟、FTA、IPPA市場を開拓・
発展させるプロジェクトを実施する⾹港企業への
資⾦援助
政府助成︓企業負担＝1︓3（企業は現⾦で拠出）。1プロジェクトへの
助成上限は、HK＄80万。プロジェクト期間は最⻑24カ⽉、承認 可能なプ
ロジェクト数は最⼤70。

累積限度額 USD13万（HKD100万） 累計限度額 USD89万（HKD700万）

ブランディングおよび域内販売促進基⾦
（BUD基⾦）

⽶ドル建ての⾦額は、参考として⽰しています。⾹港ドルでの⾦額をご参照ください。

• 2024年11⽉16⽇より、BUD基⾦FTAおよびIPPAプログラムの対象地域をペルーに
拡⼤

• 2024年7⽉15⽇、「E-commerce Easy」の導⼊により、さらに多くの企業が電⼦
商取引（Eコマース）を通じて中国本⼟市場を開拓できるようになった

中⼩企業輸出マーケティング基⾦
(EMF)
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6. ⾹港の活⽤法と政府⽀援

廃棄物の回収とリサイクルの推進を⽬的とした補助⾦制度

31

リサイクル産業の発展と効率向上を⽬指し、申請者は、プロジェクトの具体的な⽬標、実施計画、予算、期待される
成果などを詳細に提⽰する必要がある

企業⽀援プログラム
Enterprise Support Programme

産業⽀援プログラム
Industry Support Programme

対象
(申請資格)

• ⾹港で法⼈登録された企業
• リサイクル関連事業に少なくとも1年間従事した実績を持つ企業
• 不動産管理会社やオーナーズコーポレーションなど、リサイクル業界と

密接な関係を持つ団体および組織

• ⽀援組織、業界団体、専⾨機関、研究機関として運営されている
⾮営利団体

• ⾹港で登録された法定機関または組織

特徴 • リサイクル産業の稼働能⼒と効率を改善すること
• 個別企業のプロジェクトに対して資⾦を提供

• 業界の運営基準と⽣産性を向上させるための⾮営利プロジェクトを
⽀援

• 従業員のスキルと安全性の向上、労働⼒の拡⼤、リサイクル事業の
認証と認定などが含まれる

• リサイクル業界のニーズと開発動向に対応するため、テーマ別のスキーム
が導⼊されている

申請要件 • プロジェクトの総費⽤の⼀部（通常は50％）を企業が負担する
• プロジェクトの期間は少なくとも1年以上、4年以内に完了する
• テーマ別のスキームに応じた特定の要件を満たす

• プロジェクトが業界全体の運営基準と⽣産性の向上に貢献する
• テーマ別のスキームに応じた特定の要件を満たす

援助限度額 • プロジェクトは最⼤10件
• 累積資⾦上限は1,500万⾹港ドル/企業

• 1,500万⾹港ドル/組織、または承認された⽀出項⽬の最⼤100％
のいずれか低い⽅

参考︓ https://www.smelink.gov.hk/en/web/sme-portal/w/recycling-fund.html



7. 新たな優位性へのチャレンジ ①北部都会区

⼤湾区を活⽤したI&T開発

北部都会区 元朗区と北区（⾹港の⾯積の1/3）をカバーし、⾹港経済の
成⻑を牽引する第2のエンジン。主に⼤湾区との近さを活かした
イノベーションとテクノロジー（I＆T）の開発を原動⼒とする

出典: https://www.fso.gov.hk/eng/blog/blog20211010.htm  
https://www.nm.gov.hk/en/ 

1

1

2

2

3

3

4

4

4⼤ゾーン
⾹港・深圳科学技術イノベーション協⼒区
(イメージ)

• その他、⼤きな商機がある産業は、医療・⽣命健康技術、
現代物流、建設、専⾨サービス、環境保護、教育、観光など

新⽥テクノポール 深圳I&Tゾーン

⾹港・深圳I&Tパー
ク（HSITP） 落⾺洲・新⽥

深圳-⾹港科学技術イノベーション協⼒区

+

+

ハイエンド専⾨サービス・
ロジスティクス拠点
イノベーション＆テクノロジー
地区

商業・産業地区

観光、⾃然保護区

⾹港

深圳

• 包括的なI&Tエコシステム
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Image credits: Kai Tak Sports Park 

 世界クラスの施設、商業施設、ウェル
ネス施設、コミュニティ・レジャー施設を
備えた、最先端の多⽬的スポーツ・
エンターテイメント複合施設

 ⾳楽、エンターテインメント、スポーツ、
特別イベント、企業イベントに最適な
会場

 2025年3⽉にオープン。コールドプレイ、
ラグビーセブンズなどのワールドクラスの
イベントを開催予定

Main Stadium Indoor Sports Centre Public Sports Ground Outdoor Public Space

Seating Capacity: 50,000 Seating Capacity: 10,000 Seating Capacity: 5,000

7. 新たな優位性へのチャレンジ ②KaiTak CISE (Creative Industry, Sports & Entertainment)
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Promoting community sports 
by building more facilities

Enhancing professionalism 
in the sports industryDeveloping a host 

city economy

Supporting elite sports 
through enhanced athlete 
and coach development

Maintaining Hong Kong as 
a center for major 

international sports events

Image credits: Hong Kong Tourism Board, Hong Kong Sports Institute Limited

7. 新たな優位性へのチャレンジ ②KaiTak CISE (Creative Industry, Sports & Entertainment)
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7. 新たな優位性へのチャレンジ ②KaiTak CISE (Creative Industry, Sports & Entertainment)

⽇程︓ 2025年6⽉24⽇(⽕)
時間︓ 12:00〜13:30(⽇本時間)
場所︓ 如⽔会館 (東京都千代⽥区⼀ッ橋2-1-1)
参加費︓ 無料
⾔語︓ 英語（⽇本語通訳あり）
講演者︓ ⾹港特別⾏政区政府 投資推進局（インベスト⾹港）

クリエイティブ産業チーム 部⻑ Doris Fong

昼⾷セミナー

⾹港発︓⽂化・クリエイティブ産業、エンターテインメント、
スポーツにおけるビジネスチャンスの開拓

Unlocking the Business Opportunities in Cultural and Creative Industries, Entertainment and Sports 
in Hong Kong

創造性と成⻑機会が豊かな、活気に満ちた⾹港。
インベスト⾹港クリエイティブ産業チームの部⻑、Doris Fongが、急速に変化する⾹港のビジネス環境を深く掘り下げ、クリエイ
ティブ産業の新たな市場トレンド、成⻑の可能性、そして成功のためのカギを探ります。
⽂化・クリエイティブハブとしての⾹港の独⾃の優位性を最⼤限に活かし、これらのダイナミックな業界で優位に⽴つための道筋
を探ります。

ご登録は

こちらから
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7. 新たな優位性へのチャレンジ ②KaiTak CISE (Creative Industry, Sports & Entertainment)

香港・日本各都市 直行便 17都市へ
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7. 新たな優位性へのチャレンジ ③メディカルイノベーションハブへ

* QS World University Rankings 2025

スタートアップ
のための⾹港

活気ある
スタートアップ企業

コミュニティ

⾼度⼈材
パイプライン

政府の⽀援
政策

資⾦調達
機会

市場への優れた
アクセス

・ 中国本⼟、⼤湾区 、 ASEAN諸国へのアクセス
・ ⾹港︓中⼩企業34万社およびそれ以上の規模の法⼈企業約5,500社

• 概念実証施設
• 規制のサンドボックス制度
• Govtech
• Data.Gov.HK

• 政府資⾦⽀援
• ⾹港証券取引所
• ベンチャーキャピタル・プライベートエクイティ企業

• 世界トップ100⼤学*に⾹港の5⼤学がランクイン
• ⾼度⼈材通⾏証ファストトラック制度

• 120社以上のインキュベーター/アクセラレーター/
コワークスペース
• ⼤学ネットワーク
• スタートアップクラブ/団体

17位

57位

47位

62位

36位

ダイナミックなスタートアップエコシステム
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7. 新たな優位性へのチャレンジ ③メディカルイノベーションハブへ

これまで、新薬登録の申請者は、評価のために 2 つの参照国の承認⽂書を提出する必要があったが、 「＋1システム」により
このプロセスが簡素化され、1 つの参照国医薬品規制当局からの承認のみで済むようになった。

「＋1メカニズム」による新薬承認

新薬登録メカニズム(＋1メカニズム)の下での審査を経て、がん治療薬2つの新薬が
⾹港で初めて登録承認
出処: https://www.info.gov.hk/gia/general/202502/19/P2025021900436.htm?fontSize=1

⽇本を含む以下の国で商品された薬を、⾹港でも承認する︔
Australia, Austria, Belgium, Brazil, Bulgaria, Canada, China, Cyprus,
Czech Republic, Denmark, Estonia, Finland, France, Germany, Greece,
Holland, Hungary, Ireland, Italy, Japan, Republic of Korea, Latvia,
Lithuania, Luxembourg, Malta, Poland, Portugal, Romania, Singapore,
Slovak Republic, Slovenia, Spain, Sweden, Switzerland, UK and USA

メディカル・コネクト* (⾹港・マカオで販売されている医薬品や、⾹港・マカオの公⽴病
院で臨床使⽤されている先進的な医療機器は、広東省政府の承認を得れば、 GBA
内の都市における指定医療機関で使⽤可能となる制度)にも適⽤する

＊メディカルコネクトについて︔ https://research.hktdc.com/en/article/MTkxMzgyMTY3Mg

"1+" mechanism
「＋1メカニズム」
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7. 新たな優位性へのチャレンジ ③メディカルイノベーションハブへ
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Elite
グローバル市場への展開

Accelerat ion

Incubat ion
初期の商業化/資⾦調達

I d ea t i on
MVP*の開発*実⽤最⼩限の製品

3年間
HK$21.5M

2年間
HK$4 .8M

≈4 . 2 億円

1年間
HK$1 4 0 K
≈2 8 0 万円

2年間
H K $ 7 0 0 K

≈1 4 0 0 万円
≈9 6 0 0 万円

プログラム期間
と助成⾦額

1年間
HK$100K
≈200万円

ピ ッ チ によ り 、
次ステージ
へ 登 れ る か
が 決 定

株式取得 不要 不要 必要 必要 必要

H K S T Pへの⼊居 共有スペースの無料利⽤可 必要(家賃補助が助成⾦の⼀部) 必要 必要

ステージ Pre-Seed Seed – Pre-Series A Series A – B Series C+

収益 N/A N/A HK$20M以上 HK$50M以上

円建ての⾦額は、参考として⽰しています。⾹港ドルでの⾦額をご参照ください

⾹港サイエンスパークによる助成制度
申請への基本条件
• 現地法⼈の設⽴
• 3年間の研究開発計画
• 現地チームを持つ（50%以上が研究開発チームであること）
• プログラムへの要件追加 ⾹港及び⼤湾区(GBA)市場への展開
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Incu-Bio

3年間
HK$6M

≈1 . 2 億円



7. 新たな優位性へのチャレンジ ③メディカルイノベーションハブへ

研究株式会社CogSmart (コグスマート）
• 東北⼤学加齢医学研究所発の医療・ヘルスケアテック企業が、⾹港政府の助成⾦を活⽤し、スタートアップ事業を進める
• 認知症の予防・改善・治療に関する、アプリおよび製品開発を⾏う

事業概要

CogSmart社資料より抜粋

会社概要
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7. 新たな優位性へのチャレンジ ③メディカルイノベーションハブへ

CogSmart社が⾹港で得られた⽀援

■ビジネス環境の変化
2019年以降の報道から、⾹港にマイナスのイメージを持っている⽅が多
いかもしれないが、⾹港の⼈々や企業はこれまでどおり元気に活躍して
いる。⼤湾区での規制緩和や各種連携も進んでいる

■技術流出リスク
特許を取得していれば技術が守られるものではないため、開⽰する必要
がないものは開⽰しないことが重要だろう。HKSTPの⼊居審査において
も、持っている技術内容を細かく開⽰する必要はなく、研究内容に賛同
を得られることが重要である。他⽅で、現地で事業提携する際には技術
流出のリスクがあることは認識すべきだろう

■HKSTPの助成⾦及Incu-Bioプログラムに参加し、4年で
600万⾹港ドル（約1億1,400万円、1⾹港ドル＝約19円）の助成
⾦を獲得すること。うち、⽀払い証拠不要で使⽤条件が課されていない
⾦額は最⼤200万⾹港ドル、他は事前許可の申請や複数社から取得
した⾒積書の提出など使⽤条件が課されている。資⾦使途も限定され
るが、⼤きくR&D（研究開発）費⽤（臨床試験費⽤、実験室のレン
タル料、研究者の⼈件費、知的財産ライセンス費⽤など）と⾮R&D費
⽤（宣伝費、海外展⽰会の参加費、会計監査費⽤など）の2種類に
分けられる。半年ごとに、研究開発計画のマイルストーンの達成状況
や業務活動内容の説明が求められる。

■⾹港進出の背景
認知症の治療薬は症状緩和効果があるに過ぎず、根本治療薬は未だ世界
のどこにも存在しません。それゆえ「認知症を如何に予防するか」は世界共通の
課題であり、なかでも⾹港は世界でも有数の⾼齢社会として、認知症予防に
対する強い関⼼があります。圧倒的な⼈⼝を誇る中国も、これからの超⾼齢
化社会と認知症に対しては強い危機感を有しています。
⾹港進出の最⼤の理由は「将来的には、広東省・⾹港・マカオグレーターベイ
エリア（粤港澳⼤湾区）（以下、GBA）をはじめ中国本⼟への展開なども
考えており、⾹港が最初の進出先として適していると判断した」という点です。
他⽅で、事実上の理由として、共同創業者の瀧らをよく知っていた私が⾹港に
いたことや、⾹港サイエンスパークの存在が⼤きかったと⾔えます

GIESにおいて市⺠向けにプレゼン（CogSmart提供）
出処︓JETRO「地域・分析レポート⽇本のスタートアップ企業が⾹港で得られる⽀援とノウハウ」
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/2024/82d9c2ef55b453ff.html 41
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卓永興⾏政副⻑官は本⽇（5⽉27⽇）、記者会⾒を開き、シルバー経済促進ワーキンググループが実施する30の施策を発表
• ⼈⼝の⾼齢化は世界中でますます深刻な問題となっており、⾹港の状況は特に懸念される
• シルバー経済の活性化は、地域経済に活⼒を与え、経済全体の発展を促進するとともに、⾼品質なシルバー製品とサービスの育成を促進し、⾼齢者が発展の成

果を享受できるようにする

65歳以上の⾼齢者⽐率（国・地域別）

HK︓2020年時点からアジアで⽇本に次いで第⼆位
2024年⾼齢者⼈⼝175万⼈、率で23.3%
2030年には、26.3％へ

アジア︓2030年には、主要なアジアの国々の⾼齢者率
が20％を超える

中国︓2050年には、中国の⾼齢者率が27.6％

シルバー経済の30の施策

Promoting Silver Economy

7. 新たな優位性へのチャレンジ ③メディカルイノベーションハブへ



7. 新たな優位性へのチャレンジ ③メディカルイノベーションハブへ

サイバーポートによる資⾦調達制度

⽶ドル建ての⾦額は、参考として⽰しています。⾹港ドルでの⾦額をご参照ください。

主要技術クラスター アプリケーションクラスター

43出処︓Cyberport



7. 新たな優位性へのチャレンジ ③メディカルイノベーションハブへ

ダイナミックなスタートアップのエコシステム

拠点数スタートアップ数

⾹港発ユニコーン

スタッフ数

出処: 2024 Startup Survey

スタートアップ4,694社、2020年⽐+40％
コワークスペース/インキュベータ/アクセラレータ137カ所、
2020年⽐+18％ スタッフ数17,651⼈、2020年⽐+65％

中国本⼟ イギリス アメリカ フランス オーストラリア カナダ ドイツ インド シンガポール ⽇本 その他 44



7. 新たな優位性へのチャレンジ ③メディカルイノベーションハブへ

Health@InnoHK - Global Collaborative Research Project

© Copyright Invest Hong Kong August 2024 45



7. 新たな優位性へのチャレンジ ④ファミリーオフィス

ファミリーオフィスの拠点としての⾹港
政府は2023年3⽉24⽇、グローバルファミリーオフィスと資産保有者のために活⼒あるエコシステムを発展させる⽅向性と
施策を⽰す政策声明を発表

1. 新資本投資⼊境者計画
(CIES)

2. 事業所得税の
優遇措置

• 事前承認不要
• 運⽤資産残⾼ USD3,000万（HKD2.4億）
以上

• ⾹港のシングル・ファミリーオフィス（SFO）が経営
するFIHV

• 2名以上のフルタイム従業員を雇⽤
• USD26万（HKD200万）以上の営業経費
• 各SFOにつき最⼤FIHV50社まで

• CIES 投 資 ポ ー ト フ ォ リ オ の USD38 万
(HKD300万)および⾦融資産のUSD346万
(HKD2,700 万 ) を 含 む 。 取 引 価 格
HKD5,000万の住宅⽤不動産を含み、不動
産投資の総額はHKD1,000を上限とする

• 外国⼈、外国で永住権を取得した中国籍保
持者、マカオ特別⾏政区の居⺠、台湾の中国
籍保持者も利⽤可

適格同族投資持株会社（FIHV）に対する

優遇税率0％

3. ⾹港ウェルスレガシー
アカデミー

⾹港のファミリーオフィスエコシステ
ム全体の持続的成⻑を強化する
研修拠点として2023年11⽉に
発⾜

4.インベスト⾹港の
ファミリーオフィス

専⾨チーム

5. ファミリーオフィスサービス事業者
の新しいネットワーク

プライベートバンカー、信託銀⾏、弁護⼠、
会計⼠、資産管理の専⾨家などの専⾨サービ
ス業者とともに2023年6⽉に設⽴

6. 空港の美術品保管施設

7. 市場円滑化措置

8. 慈善活動拠点としての⾹港

新
規

⽶ドル建ての⾦額は、参考として⽰しています。⾹港ドルでの⾦額をご参照ください。

USD380万（HKD3,000万）以上の投資
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7. 新たな優位性へのチャレンジ ④ファミリーオフィス

租税譲許制度
⾦融サービス提供会社が適格取引および付随的取引から得た評価可能利益について、利潤税の⽀払いを免除するもの。

47

税制優遇を受けるための条件:
• 受益権の95%以上を⼀族が保有
• 通常、⾹港で管理または⽀配されている
• 適格SFOが管理する⾦融サービス信託銀⾏（FIHV）の特定資産≥2億

4,000万⾹港ドル
• 百万⾹港ドル
• ⾹港における常勤従業員が2名以上
• 少なくとも200万⾹港ドルの営業⽀出

低く、シンプルで競争⼒のある税制
• 世界第2位 税⾦の納税のしやすさ
• 個⼈:キャピタルゲイン税なし、利息所得または配当源泉徴収に対す

る税⾦なし、相続税なし
• ファンドの利益税免除

オンショア オフショア

公募ファンド ✔ ✔

私募ファンド ✔ ✔

SFO
「シングルファミリーオフィス」

1つの家族が資産を管理する専
属の⺠間組織

FIHV
「同族投資持株会社」

同族会社である投資持株会社

家族
オフショア

Co/Trust/Partner
ship

投資管理
サービス

≥
95%

≥
95%

出処: World Bank & PricewaterhouseCoopers 2020

従業員 投資



7. 新たな優位性へのチャレンジ ④ファミリーオフィス
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FAQ
Q1. ファミリーオフィスは、通常の会社とはどう違いますか︖

A︓典型的な営利企業は取引やサービスの提供に重点を置いていますが、ファミリーオフィスは家族の成⻑、富の遺産、知識交換、
税務計画に特化しています

Q2. ファミリーオフィス設⽴した場合、⾹港に住む必要はありますか︖
A︓⾹港に永住する本⼈や家族に厳密な要件はなく、ファミリーオフィスが現地の専⾨的およびコンプライアンス上の要件を満たして

いる限り、⾹港は最終的な受益者の居住を義務付けていません

Q3. ビサを取ることはできますか︖
A︓居住ビザや就労ビザを取得することができます。申請者が⼗分な財源とファミリーオフィスを運営するための信頼できる計画を実証

できる場合、ビザのプロセスは⽐較的簡単です

Q4. メリットは何ですか︖
A︓⾹港ではキャピタルゲイン税や相続税が課されておらず、最近の⽴法措置により、シングルファミリーオフィスは、適格な投資に対し

てゼロパーセントの利益税率の恩恵を受けることができます



7. 新たな優位性へのチャレンジ ⑤Fintech

Japan Pavilionを作り、⽇本のFintechを⾹港から発信︕
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ロボティクス、スタートアップ、他全般
⼭内 崇⽣ (室⻑) t_yamauchi@hketotyo.gov.hk

医療系、クリエイティブ系
本多 明⽇⾹ (次⻑) a_honda@hketotyo.gov.hk

フィンテック・⾦融サービス、ビジネス・専⾨サービス

杉⼭ 泰教 (次⻑) s_sugiyama@hketotyo.gov.hk

消費財・⼩売、接客サービス・旅⾏産業
浜川 佳⽉⼦ k_hamakawa@hketotyo.gov.hk

国際業務・総領事館・商⼯会部 ＠ ⾹港
デファニー・ウォン (⽇系企業担当ヴァイス・プレジデント) dwong@investhk.gov.hk

SNS Website 電話︓ 03‐3556‐8961 
HP︓ https://www.investhk.gov.hk/ja.html
住所︓ 東京都千代⽥区三番町30‐1 

⾹港経済貿易代表部ビル
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Appendix
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⽇本⾹港協会全国連合会について

出処： https://www.jhks.gr.jp/


